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学校における文化と不平等（D

一ブラジル人少女マルシアの事例から一

山ノ内　　裕　　子

1．はじめに

　ユ990年に出入国管理法が改正され，日系南米人の合法的就労を可能になったことにともない，日

本の教育現場には南米出身の子どもたちが多く学ぶことになった。来日直後の教育課題は，「日本

語教育」と「適応指導」〔志水2001：12〕がその主たる課題とされていたが，「長期化する国内の

不況も相まって，現在では一時期のような爆発的なブラジル人入国ラッシュは沈静化し，最近では

受け入れ初期の日本語教育の問題よりも，むしろ滞日歴の長い子どもの母語教育の問題や学力保障

の問題，そして生活指導に関する問題や卒業後の進路の問題に中心が移ったと言える」〔山ノ内

1999：89〕。とくに，ブラジル人生徒の不登校は学校現場や教育学者によってしばしば問題視され

ており，在日ブラジル人コミュニティやブラジルの日系社会においてもしばしば社会問題としてメ

ディアで報じられている。

　筆者は1995年以来中国地方のA市にて参与観察を行ってきたが，A市においても現場の教師たち

によって同様の問題が指摘されている。同和教育のさかんなA市の場合，教育行政よりもむしろ教

職員組合が主体となって教育現場から差別をなくすとりくみを行ってきた。ブラジル国籍をはじめ

とするニューカマーの子どもたちの教育も，同和教育や在日朝鮮人教育の系譜に位置づけられるの

である。よってA市では，教師たちによる「高校『全入』運動」が奏効して公立高校の入学は比較

的容易であるため，日本語の読み書きが多少不自由であっても，義務教育終了後は，本人が希望さ

えすれば職業高校や定時制高校への入学も可能となっている。

　にもかかわらず，A市在住のブラジル人ティーンエイジャーの多くは，学業に対してあまり関心

を示さない。彼／彼女らは日本での生活が長く，生活レベルの日本語に関してはほとんど問題がな

いにもかかわらず，小学校を卒業して同じ校区内の中学校に入学する頃から次第に勉学に対する意

欲を失い，代わりにファションや恋愛，労働などへの関心を強めていくのである。彼／彼女らの中

には，就労可能な15歳の誕生日を迎えて，中学校卒業を待たずに早々と就職を決めた者や，中学在

学中に飲酒や喫煙，性交渉を体験した者なども見受けられるし，年齢を偽って15歳以前から働く者

も決して珍しくはない。

　A市在住のブラジル人の子ども達に限らず，日本で生活するブラジル人の子どもたちは，日本の

みならず，ブラジルにおいても，研究者やジャーナリストによって，「セミリンガル」「学校不適応」
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などの言葉で表象される傾向にある。彼／彼女らは，「落ちこぼれ」のレッテルを貼られ，社会の

仕組みからはじき出される不幸な運命をただ諦めて受け入れるだけの，受動的な存在として扱われ

る傾向にある。そして，そのような「ポルトガル語も日本語も中途半端で，かわいそうな子どもた

ち」が勉学を辞めて働いたり，非行に走ったりする姿は，興味本位に，そしてややもすれば感傷的

に語られるのである。

　彼／彼女らの行為の背景にある文脈を無視して，「落ちこぼれ」の烙印を押すのは簡単である。

しかし，なぜE寒山ブラジル人の子どもたちが，そのような「逸脱行為」をするのか，そして彼／彼女

ら自身が自らの行為をどう解釈しているのかという点についての研究は，管見の限りでは皆無である。

そこで筆者は3年前，A市で行なったフィールドワークをもとに，当時中学生～高校生の年齢の彼／

彼女らが，なぜ，目本の学校を拒絶し，働くことを選ぶのかについて，P・ウィリス〔1996〕の社

会的再生産理論やM・アップル〔1992〕の抵抗理論をもとに民族誌的考察を行なった〔山ノ内1999〕。

つまり，子どもたちを「親の都合で日本に連れてこられた無力な存在」として，「文化の狭義」や

「差別の構造」のなかに押し込めてしまうのではなく，日常的生活実践によってさまざまな「戦術」

〔セルトー1987〕を編み出しながら，主体的に自らの行き方を選択する存在として捉えるという視

点である。

　そこで本論文では，当時行なった調査のインフォーマントの一人で，A市に6年間住んだのち，

2001年，ブラジルに帰国した日系三世の少女マルシア②を事例として，日系人ティーンエイジャー

の日本での経験を描くこととし，そこから在日外国籍児童生徒教育について若干の考察を試みるこ

ととする。

2．研究の方法およびインフォーマントについて

　インフォーマントであるマルシアは，日系ブラジルニ世の母とイタリア系ブラジル人の父親との

問に生まれた，日系三世の女子（1984年！2月生まれ）である。滞日期間は，1995年～2001年までの

6年間である。ユ995年春，10歳の時に来日し，A市内のB小学校で小学校5年生に編入。ブラジル

人児童のために設けられた日本語学級で！E］1～2時間，日本語の取り出し授業を受ける。筆者が

彼女と知り合ったのは，6年生に進学した翌春，筆者が修士論文執筆のために日本語指導助手とし

てB小学校で参与観察を開始したときにさかのぼる。

　当時，筆者は教育実習生という身分で同小学校におけるフィールドワークが許可され，1995年6

月～エ0月までの間，日本語学級を中心とした参与観察の実施が実現した。そして，博：士課程進学後

も引き続きA市において断続的にフィールドワークを実施し，マルシアをはじめとする同市在住の

ブラジル人ティーンエイジャーの若者文化について調査を行なった。マルシアに対する聞き取りは，

その調査成果の…部であ惹，

　A市B地区において調査を行なう一方で，筆者は1998年から，ブラジル・サンパウロ州において，

長期の現地調査を開始した。ブラジルでは，これまで国内でインタビューないし参与’観察を行なつ
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てきた子どものうち，帰国した者を追跡調査したほか，子ども達の親の世代にも焦点を当てて，さ

まざまな世代・性別・社会階層の「日系ブラジル人」に対してインタビューを行った。また，ブラ

ジルには，日系人によって結成された様々な日系団体が存在するが，そうした団体においても参与

観察を行い，日系ブラジル人のエスニック・アイデンティティ形成過程を構造的に，さまざまな角

度からとらえることを試みた。

　ブラジル現地調査では，マルシアの留守家族に対しても調査を行なった。筆者は4年前に実施し

た最初のブラジル現地調査の際，彼女の双子の妹（当時10歳）をブラジルの叔母宅まで送り，その

後，しばらく彼女たちの家にホームステイしていた関係で，彼女や彼女の干たち，そして両親やブ

ラジルのおじ・おばなどと家族ぐるみの付き合いが続いている。また筆者は2年前，日本に一時帰

国した際，A市にて約2ヶ月間（2000年3月～5月）フィールドワークを行ったが，その間，筆者

は彼女の両親の厚意により，彼女と彼女の両親が暮らすアパートに下宿していた。そして，彼女が

帰国した後は，彼女の家を訪問して聞き取りを行なった。

　このような状況のなか，筆者は長期にわたってインタビューが可能となった。しかし，彼女がテー

プやノートを目の前にした形式的なインタビューを嫌ったため，以下の語りのほとんどは，彼女の

了解のもとインフォーマルな状況において行われたものである。本論文では，これまで集めたフィー

ルドノートのなかから，特徴的な発言を拾ったものを中心に分析を行う。

3．日本の学校におけるマルシアの経験と語り

　1）つらかった小学校時代（聞き取り時期＝1996年／小6／滞日2年目）

rクラヌでぱ疫1業中門げでぐノZる2乞達な膠おるけと；本当の，友達ぱおら／し。一本入ぱ冷’たい。

早ぐブラジノレに帰クたいノ

　筆者が日本語学級で参与観察を開始し，初めて彼女と会ったとき，彼女は来日2年目で，やっと

生活言語としての日本語が話せるようになったところだった。学校内における筆者の立場が正式な

「先生」ではない「教育実習生」であり，筆者はB小学校において，彼女よりも「新参者」であっ

たことと，加えて，学校の中で最も周縁的な場所である日本語学級（3）に位置ついていたことから

筆者に対して関心を持ったらしく，休み時間には筆者のいる日本語学級をしばしば訪れるようになっ

た。筆者がB小学校で調査を開始する前から，彼女は日本語学級クラスでは浮き気味であり，休み

時間にはたびたび，日本人生徒が入ってくることのない日本語学級に遊びにきていたという。なぜ

なら，日本語がうまく話せないためクラスメートとうまく意思疎通ができず，親しい友人もいなかっ

たからである。皆が「同じ」であることを求める日本では，既に小学校の段階から，同質性の高い

者同士で固まり，「われわれ」ではない，異質な「他者」を排除する傾向にある。

　B小学校はもともと同和教育が盛んであり，担任も同和教育の実践の経験：から，「差別」のない
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学級集団作りを目指そうとした。日本人クラスメートは，担任から言われたとおり，ブラジルから

やってきた同級生マルシアを表面上は彼女を受け入れようとしていたが，言葉の壁を超えてまで彼

女と友達になろうとはしなかった。

　マルシアは，「日本人のみんなと同じようになれば，日本人と友達になれる」と考え，日本人ク

ラスメートと同じように振る舞い，同じような格好をして，日本人の輪の中に入っていこうとした。

しかし，彼女が「同じ」を意図したつもりでも，日本人クラスメートにとってマルシアの存在は異

質であり，彼女の試みはうまくいかなかった。その結果，彼女は必要以上に他人と接触することを

避けて，自分の殻に閉じこもるという道を選んでしまった。日本語学級の担任や学級担任，そして

同和教育担当の教師たちは，彼女が日本人クラスメートとの間に真の友情を育めるように，さまざ

まな取り組みを行った。しかし功を奏さず，マルシアは原学級よりも日本語学級のほうに居場所を

求めていた。

　2）中学校に入って　（聞き取り時期：1998年7月・10月／中2／滞日3年目）

　1997年，同じ校区内のB中学校に進学すると，日本語も次第に流暢になり友達も増えた。中2に

なって久しぶりに筆者と再会した彼女は，つらかった小学校生活と比較して中学校生活がいかに楽

しいか，筆者に語ってくれた。

／功学覆1な楽乙い。でる小学夜のときぱ色々あったんよ。まじで，転校塗よク四悪じやつ

．た。〃本語分からんかっ、た乙，友ン曇なんで…入るおらんかっ，た。ノ

　しかし，彼女はしばらく会わないうちに，心入に対して随分強気な振る舞いをするようになって

いた。友人に対してだけではなく，教師や両親などに対して反抗的な態度を取り，外見も明らかに

派手になっていた。髪の毛は金髪に近い色に脱色しており，制服のスカートはひざよりずっと上ま

で短くしており，ブラウスは指定外のものをすそを出して着ている。これは日本で初めてできた

「親友」，さちこの影響であった。さちこは小学校のときからクラスメートだったが，工業高校で学

ぶ高校生の姉がいるせいか，他の生徒より情報通であり早熟であった。そのため，マルシアも中学

入学後から，さちことともに大勢の「普通の生徒」と同調するよりも，むしろ，教師に反抗したり

校則を破ったりするような，…部の異質的で逸脱的な日本人生徒のグループに同調する方を好むよ

うになったのである。なぜなら，さちこ達はマルシアをはじめて「仲間」とみなしてくれたばかり

か，いつも彼女に本音でぶつかってきたからである。また，こうしたグループに属しておれば，小

学校のときさんざん「ブラジル人」だからという理由で自分を見下し，仲間はずれにしていた他の

日本人生徒に対して，威圧感を与えることができるからである。こうして，彼女は見かけの派手さ

と強気な態度で，周りの日本人クラスメートを威圧してきた。
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π今日，だるかっ，なけ，しばらぐ黙っとったら，rねえ，マノレシアどうし，右ん9怒つとるん9

うちさあ，なんか悪いこと乙，た9ノっで友達が6・配しでき、た。みんな，あたしの穫蕨とつ

とるんよ。ノ

／「1浸近2乞達からノ冶ノをレゾっで言』われる。優乙ぐ乙ノをら，，友1達㌧からなめらノZるけと～　扮ノ色

ぐ乙とった方がみんながうちのことを筋がる乙，なめられなぐなるノ

　ちなみに，携帯電話は日本語の話せない父をうまく乗せて，買ったものである。今でこそ中学生

の携帯電話の所有は珍しくないが，当時（1998年）は中学生の間ではまだ珍しかった。彼女は携帯

を学校に持っていき，自慢する。そして，同じクラスで女子から人気がある男子学生や，街で「ナ

ンバ」されて知り合った年上の男性の電話番号が入力された携帯端末を，自慢げに筆者に見せてく

れた。

　また，筆者がマルシアと一緒に歩いているとき，制服のスカートを短く改造し，髪を明るい色に

染めた上級生が向こうから歩いてきたことがあった。彼女は「せんば一い！」と甘えた声で「先輩」

に駆け寄り挨拶し，二，山言葉を交わしたあと，以下のように語った。つまり彼女は，日本の女子

中学生のように先輩・後輩という縦関係を受け入れているということ，そして日本的な学校のタテ

社会の構造の中でも，自分は特権的な立場にあることを筆者に示したのである。

illll鷺轟魏磯鶏：lllllll嚇llllll噸lllll｛lll；llllli

　マルシアは日本の学校生活に慣れると，日本人と同じように過ごしたいと思うようになった。B

中学校では，「ブラジル人としてのアイデンティティを尊重する」ということが外国籍生徒に対す

る取り組みの柱のひとつであったが，彼女は「ブラジル人として特別扱いされること」よりも，む

しろ「日本人と同じ」ように扱われることを望んだのである。

　彼女は父親が非日系であり，母親も特に日系人であるということに重きを置かないため，出生時，

日本名のミドルネームを付けられることはなかった。しかし彼女は友人と一緒に考えた「冬子（と

うこ）」という名前を気に入り，それをもう一つの名前として使うようになった。ノートや持ち物

に「増田冬子」と記してみたり，警察に補導されそうになったときも，学校名や年齢を偽ったほか，
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「増田冬子」という名前を使ってブラジル人としてではなく「日本人として」振る舞った。学校で

は「マスダ・マルシア」というカタカナ表記か「増田マルシア」が使用されていたのであるが，彼

女は名前によって，他者から「異質な存在」と見なされることを拒んだのである。

　また，さちこやさちこの姉，みゆきからは「マルシア」の一部に「子」をつけて「まる子」と呼

ばれていた。「まる子は日本人と全く同じだね」と言われ，彼女もそれにうれしそうにうなずく。

さらに，みゆきとの付き合いを通して高校について情報を得ると，自分も同じ高校に進学したいと

思うようになった。また，市内の定時制高校にはブラジル人生徒が進学を果たしている。その様な

話を聞くうえで，自分と同じくらいの成績のさちこ（彼女の語りでは「！と2ばかり」）やブラジ

ル人の先輩が進学できたのだから，自分も進学したいと思うようになった。

rゆ学を卒業し，たら，〃本の蕩授〆こ行きたい。P零丁にぱブラジル入の先輩がいるんだっ　i

で、，どの入か分からんけと冷冷がぞう言’いよった。まだお父さんお母さんにぱ話しでな　i

鵬箒∴葱欝藁重霧誓霧養寄贈競∴身1灘i
しぐないつτ。傍鵜癬ま附田ぐでレ兜ノ　　　　　　　　　　　i

　しかし，マルシアには学力的にもまた家庭の事情においても高校進学は不可能だということが分

かっていた。いくら日本語が話せるようになったといっても，抽象的な思考に必要な学習言語はな

かなか獲得できないし，一方で彼女の両親は帰国をほのめかしていたからである。結局，彼女は進

学を断念した。クラスで高校に行かない（行けない）のは彼女一人であった。

　彼女の苛立ちと強気な態度。彼女は「なめられないようにするため」と語るが，彼女はなぜ「な

められる」と思ったのであろうか。筆者はその理由の一つとして，自分と日本人クラスメートとの

間に見えない境界線が存在することに気がついたからだと考える。なぜなら，日本人クラスメート

と岡じように日本語を話し，テレビや芸能，そして好きな男子生徒について話題を共有できるよう

になっても，「高校へ行けない」という事実は，「みんな」との間に明確な境界が存在することを否

応なしに自覚させるからである。再び出来た友達との間の溝。そこで，マルシアは他者に対して強

気な態度を取るようになったのではなかろうか。なぜなら，他人より彫りの深い「ハーフ」顔の彼

女が派手な格好をして強気の発言をすれば，被差別者としての野州のまなざしを跳ね返すことがで

きるからだ。

　一方，彼女はこれまで距離を置いていたブラジル人たちと積極的に付き合うようになった。マル

シアより後にブラジルから転入してきた他のブラジル人一生徒たちは，校内でもポルトガル語で話し

てブラジル人同士で固まっていた。しかし彼女は中学校に入学してからは，そうしたブラジル人グ

ループとは距離を置いて，さちこを中心とした日本人ばかりと遊んでいた。だが，周りが受験を意

識し始めて，進学をあきらめた時点で，彼女は既に働いている年長のブラジル人や，同じアパート

の隣人で，ブラジル人やブラジル文化に対して興味を持つ20歳代前半の日本人の青年たち④と付
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き合い始める。お酒，タバコ，ボーイフレンド，化粧，深夜の外出。全て，日本人クラスメートに

は体験できない世界であった。そしてブラジル人と交際するうちに日本人とブラジル人の違いを改

めて感じるようになる。彼女は学校の外の世界について，次のように語る。

rちょっと前までぱヨ本入の．友達と遊ぶ方が多力・つたけど最近ぱブラジノ〃入と遊ぶ方が

多ぐなった。3週貯ぐらい前にぱじめでκ1方6車で1蒔局ぐらいのところにあ’るユ＝業都

剃のブラジル入が経営しとるディスコに行ったのがきっかけ。お客さんぽみんなブラ

ジル入で，ブラジルの昔楽がたぐさんかかる。でなあ，そこのディヌコで彼氏が出来た

んよ。彼氏ぱ順逆いし，髪の毛なヒ会髪に染めとつで，かっこいいんよ。左1本に1来でから

一年ぐらレ・じゃ〃ナと～　左7．本譜：ぱよ’ラ話：せ，ん。

　あと，ディヌコでぱ，うちみたいに長ぐヨ本に往んどっ℃結揖遊んどる女の子と卿

良ぐなった。彼女ぱダニエラっでいうんじゃけと㍉年るうちと同じ。中学狡ぱ一応ト行つ

とるみ1きいだけどなんかるラ，二会に好ぎ放題巳にしとるし，二本語る二本に4年往ん

でるから・ペラペラ。結艀，うちと似とるじゃろ9

　ディヌコにぱ，θ本入の．友達ぱ連れで行かない。θ心入ぱみんな一緒に間まるから面

倒。ブラジル入と遊ぶときの方が楽しいかな。ディヌコで，ダニエラに勧められでテヰー

ラβeんだb　ちょっと酔っ払っで楽しかっ，亡。　でるお～酉ぱ初めでじゃないよ。前にθP本心

の友達と飲んだことあるけえ。ここのディヌコぱ茉成年でるお脅出しよ，る。でもね，う

ち，いつる年．左に月られるじゃろ。じゃけえ，ディヌコでる勉のお客さんたちにノえ一，

ぽんとに14歳7エ蹴に月えるよノっで言われ；を。勉のブラジル入の女の子の方が　もっ

と急ぐ月，え，る；かるしれ、ん。ノ

　高圧的な態度と同様，積極的な消費行動や夜遊びは，日本人クラスメートを圧倒させるのに十分

であった。両親は日本の学校生活や日本人の生活行動様式を知らぬため，彼女の言いなりである。

彼女は他の日本人クラスメートより多く小遣いをもらい，深夜の外出も親から許されていた。もし，

他の日本人生徒が，同様のファッションで登校したり，深夜外出して飲酒したり，無断遅刻や無断

欠席を繰り返したりしたら，たちまち教師から叱られてしまうだろう。マルシアは，「外国籍だか

ら…」と言う理由で，中学生としての規範に従わないことが黙認されていたのであり（5），また彼

女もそのような特権を利用していたのである。つまり彼女は，日本の学校によって本質主義的に付

与された負の差異を逆手にとり，対抗文化によって正の差異に転換しようとしたのである。

　こうして，マルシアは「勉強についていけない，高校に行けないかわいそうなマルシア」という

他者のまなざしに抵抗するための戦術として，「派手で恐い，大人っぽいマルシア」という自己イ

メージを演出することを選び，その結果，ポジションから脱したのである。つまり，大人が作った

学校社会の価値基準ではなく，日本人クラスメートも一目置くような対抗文化の創出によって，他

者によって付与された負のラベルを剥がそうとしたのである。
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しかし，日常の中，彼女は強いストレスを感じていたらしく，筆者にこう語ったこともあった。

ズこないだ風邪で病傷’に行：ったら．1先生から，r留が弱つとるぬ。あんまク深ぐ孝えすぎ

たらいけんよノっでぎわれた。ブラジル入と遊’んどっでるβ本四と遊んどっでも，色々

孝ン隔ることカゴあるノナノど．　ときと“き≠ミアzラ∫）角ヴうなる。ノ

　ブラジル入たちとの付き合いをはじめてからは，マルシアは再び日本入クラスメートとの間に距

離をおき，中学校3年の二学期には一旦学校を辞めて，近所のゴム工場で働きはじめた。しかし

「気分が乗らないので」長くは続かなかった。中学校へは結局，行ったり行かなかったりだったが，

学校側の配慮でなんとか卒業式を迎えることができた。

3）卒業そして就職（聞き取り時期＝2000年3月／中3卒業直後／滞日5年目）

　中学卒業後の進路として就職することを選んだ彼女は，卒業式の直後，中学生活を振り返って次

のように語った。

μ簿業式では少し泣いで乙まった墜。式の畝こ職買蓋でζ髪の色を一二的に変える禦色のヘ

アカラークズプ〃一を碓クで髪の毛を黒こ直した。みんなもちやんとしとるんじゃけえ，

うちだけ茶山に乙とつ，たち変じゃけえ。卒業乙たら，もうわがままを言うでが詫るとこ

とがなぐなると．蟹うたら，捜乙い。でも学：表1になFるう戻ノz、んじゃろ…。ゴ

囎鼎ない峨もう轍ρ行ぐ蘇ないじゃろ・じゃ娠3学鰯》ら轍i

！闇ぐや乙かっ，たのば，中3のとき，エレーナ㈲がよその中学から二藍乙できτから，授業

砲禦叛にふク仮名がなぐなったこと。！エレーナだっで魂字忌めるんじゃ紘マノ〃シア

だっで読めるじゃろノだっで。そんなの，訪めるぱずない。エレーナぱ小2から仔本に

おるげ尾，づちよク湊‘回るたぐさん溜つとる。でるづちぱ5年生で左7．本に；来，た。5年1ご生

で来で，いっぺんにエ年から5年忌での漢‘減張完られるわけないよ。ノ

また対入関係についても以下のように語った。
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r音ぱなめられでとつ．た。なめられでる，黙るか笑うしがなかったけど中学にスっでかち

やられたらやク返すようになった。友達とげんかしでる負けとったけと～3年∠生ぐらい

；から負けなぐなつ1ご。ノ

l＿烈＿＿＿　　　　　　　　＿＿　ゴ
　こうして彼女は2000年3月，中学校を卒業した。卒業式が終わって数日後，周りの友達が春休み

で遊びまわっている間，彼女は新社会人としてのスタートを切った。市内のブラジル人労働者の8

割以上が働く東和工業で働きはじめたのだ。仕事の内容は，液晶製作工場での商品検査。時給は

800円で，週に6日，一日12時間（うち3時間は残業）勤務するという雇用条件である。学生のと

きと違って，社会人としての自覚が出てきた。

　　／「みんなぱまだ春休みで遊多んどる〃プと～　デiオ会．入になつでみで，　茸：任っでことカゴようわかっ

　　，た。まだソ5なのに，るラ，うちぱ祉会入じゃけえ。一／

　製品検査の仕事は座り仕事の軽作業であるものの，目を酷使する仕事である。液晶の不備を探す

検査のため，1日12時間，暗い部屋でひたすら目の前の液晶を凝視する製品検査の仕事は，視力が

低下するばかりか，慣れるまでは吐き気，頭痛との戦いであるという。元々体が弱い彼女だが，薬

局で頭痛薬と目薬を買い込み，何とか乗り切ろうとした。なぜなら，中学卒業直前ちょうど彼女

の父が労災事故で手を怪我して仕事に出られなくなったばかりか，運悪く同じ時期，母も腕を骨折

してしまい，一家の中では彼女が唯一の働き手となってしまったからである。月給制ではなく，時
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給制の場合，こうしたアクシデントは一家の家計を直：記する。日系二世であるマルシアの母は以下

のように語る。

iD勿婦撒で雌を億御御・ら，組マ，“シア鋤かないと間た耀蛎で

iき飢労災猟っでぐる傭銑だし・マルシアぱブラ溜こ房っでかちヅラジ

｛ノ嬬拠こわ獄学〆こ侃辮〆雌辮がないといレ鶴こつ”ナな吋
し．一…，＿…一一＿…＿…一一一＿……．一＿……一一一一…一一．………一．一………一一一一一一一一．………一，………∫贋鯉勉励1一一…

非日系の父も以下のように語る。

　πあと2卒ぐらいθ本に残る。マルシアぱブラジルκ帰ったら劒きながち高論♂こ行ぐ。ブ

iラジノ”膨な・鋳ながら蔽所ぐ・ノ　　　　際諭雌ルげノ”謝

　高校に行きたかったのに，もうすぐ帰国からということで高校を断念したかと思えば，帰国予定

はいつのまにか，2年延びている。そして，怪我をした自分たちの代わりに，家族一家の大黒柱と

して働くことを期待する一一方で，帰国後はブラジルの学校での進学を切望する両親。しかし，両親

の帰国計画はなかなか定まらず，どんどん延びていく。両親は日本にいる闘は，日本で働いてもら

い，ブラジルに帰ったらちゃんと学校に入れようと考える。しかし両親のそうしたご都合主義的な

態度に彼女は反発する。

ズお父さんノごちはブラジノ〃に’房．るっで言っ、と，るけと～　づちぱ多分㌧ブラジルκ房っでる，　ま　i

た戻っでぐる，左1本に狂みたいもん。一入で菓初で働ぐ。でも，ここr／41i籾ぱ知っで

る入ばっかじゃげ，たぶんカ1っでる入力雛るおらん（2娯のユ＝場σ〉で働ぐ。そしでお霧’揮

で単を貫づ。車ぱシャコタンにしたθ，ウーファーをつけたθしで派手に改遣す，る。ダ

サレ）．衷んオし）や⊂L／

4＞教育を終えて一退職そしてブラジルへの帰国一

　入社後，社会人としての自覚が出て真面目に働くマルシアであったが，自律神経がおかしくなり，

彼女はわずか半年で退職を余儀なくされた。そしてちょうどその頃，父の労災事故でまとまった金

額が入った。親指を負傷した父に対して親指の機能障害に対して労災が認定され，補償金が支給さ

れたのである。父は既に46歳であり，親指が動かしにくい状態で新たな仕事を続けるのは困難であ

る。それに，彼女の両親は既に9年日本で働いており，ブラジルに家を購入していたほか，マルシ

アの父はブラジルの従兄弟と共同経営で事業を起していたため，帰国するには…番のタイミングで
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あろうということで下した結論であった。

　そして2001年6月，家族揃って帰国。ブラジルの学校は新学期が2月もしくは3月が新学期で，

帰国時は既に新学期が始まっていたが，両親の「今高校に入っても学期途中だから，高校に入るの

は来年からでいい」という考えにより，翌年3月までは家で過ごした。

　日本から帰国した子どもたちの多くは，ブラジルの学校に早く慣れるように，特別に家庭教師を

つけたり進学を目指して私立校を選択する傾向にある。しかし彼女の両親は新しい家を買うことと

（すでに2軒家を持っていたが，うち1軒を売って，さらにもう1軒家を買う予定であった），従兄

弟と一緒に始めた事業を拡大することが先決で，娘の教育のために特別な投資を行なうことはなかっ

た。また進学先についても，親戚が治安の悪さから公立校を避けるようにアドバイスしたにもかか

わらず，「私立は授業料が高い」の一声で州立に進学することになった。

　そして，今年3月からは家の近く州立高校夜間部（8＞に入学。夜間部に入学したのは，「朝は苦手

だし，昼間，好きなことができるほうがいいから」とのことである。そのような理由で夜間部を選

んだ彼女に対して，両親も特に反対はなかった。

　3年前の調査のときには「帰国後は大学に行くかも」と語っていたが，現在は，大学進学は考え

てないという。そして両親の反対を押し切って，3年前から付き合っている3歳年上の日系人三世

のボーイフレンド（A市在住時から付き合っており，彼女の帰国とともに，彼もブラジルに帰国し

ている）と二人で日本へ再び働きにいく計画を立てているところである。

4．考察：不平等な権力関係構造と日常的実践としての抵抗の戦術

　マルシアが学校ではなく，学校の外に居場所を見つけた理由として，以下の三点が挙げられるで

あろう。

1）「多様な価値を尊重する」という目標のもとに行われている外国籍児童生徒のための特別措

　置，すなわち，ブラジル人生通達のために低い特別に低い学力到達目標を設定したり，多少

　　の逸脱行動を許したりするような「特別待遇」は，同化圧力の高い学校においては「ダブル

　バインド」〔ベイトソン2000〕であるばかりか，彼女を民族的他者として際立たせてしまう

　恐れがあり，さらには彼女の低い学力や，進学を不可能にする構造的不平等を，民族的・文

　化的な「差異」として還元してしまう傾向にあるということ。

2）日本とブラジル両国の経済に連動した両親の不安定な将来設計と家庭の経済事情により，彼

　　女は自分の具体的な将来設計を持つことが難しくなっていること。

3）彼女の両親は日本滞在中は貯蓄に目的を置いていたため，日本での娘の学校生活にはさほど

　　関心がなかったということ。にもかかわらず両親は，帰国後の進路に対して期待を寄せてお
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り，彼女はそのような親の期待が現実不可能なものであると悟っているということ。

　マルシアの事例のみにおいて，ブラジル人ティーンエイジャーの「不登校」や「怠学」を一般化

するのは慎まなければならないが，彼女をはじめとする在日ブラジル人ティーンエイジャーは，

「一生懸命勉強して，よい学校に行き，よい仕事に就く」といういわゆる学歴社会の構造から，自

分は排除されていると感じるようになる傾向にある。そして，そのような社会のシステムやそうし

た既成の価値観を押しつけようとする大人たちに対する反発として，さらにはそうした価値観を素

直に受け入れ，学歴社会を肯定している同級生達との差異化の手段として，いわゆる「逸脱行動」

をするのであり，最終的には学歴競争社会以外の生き方，すなわち，「働けば働いただけ，賃金と

いう形で評価される非熟練労働」を選ぶのである。

　異なる背景を持つ生徒の「差異」を「文化」として本質主義的に一般化する一方で，平等を標榜

しつつ，実は隠れたカリキュラムやトラッキングによって，異なる文化的背景を持った子どもたち

を学業のアリーナから排除する日本の学校教育は，社会的弱者，とくに外国籍の子どもたちに対し

てはダブルバインド的状況を強いる。同様に，「『日系人』という出自によって来日を合法化しな

がらも，国籍という見地からあくまで『外国人』としての対応に終始する」〔山ノ内1998：262－2

63〕日本の入管法もまた，彼女を差異と平等のダブルバインド的状況に陥らせる要因となる。

　このように，彼女は社会的不平等な構造に位置づけられている。しかし，彼女はそうした不平等

な社会的構造を黙って受け入れるだけの無力な存在ではなく，能動的主体としてしたたかに道を切

り開こうこうしている。マルシアのみならず，「日本で生活するブラジル人ティーンエイジャーた

ちは，自身の置かれた周縁的なポジションと，他者によって一方的に決めつけられる学歴社会とい

う既成の準拠枠の押しつけに反抗して，数々の『抵抗』を行っているのである」〔山ノ内！999：102〕。

差別や不平等の存在から目をそむけてはならないが，しかし，与えられた局面を精一杯生き抜こう

とする主体に対して，研究者や教育者が「被差別者」としてレッテルを貼るとき，そこには新たな

抑圧の構造が生み出される可能性は決して否めない。

　マルシアの事例は，教育現場における「差異」と「平等」の問題を提起してくれる。違いを尊重

しつつ平等であるという教育実践は，いかにして実現されるのであろうか。われわれは，彼女の日

常的実践から不平等な社会的再生産構造を読み取る一…方，学校教育の現場や教育を語る言説におい

て，「民族や文化など，ある特定のカテゴリーを共感可能な範囲の境界線と捉えることが，その内

部の少数派や雑種的なものを排除し抑圧することになる」〔小田2001〕ということにも注意を払わ

なければならないであろう。

注

（1）　本稿は2002年6月に岡山大学で開催された，日本子ども社会学会第9回研究大会の口頭発表

　　原稿（発表題目：「日系ブラジル人から見た日本の学校　一マルシアの事例から一」）をも
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　　とに加筆修正したものである。また，調査の実施にあたっては，平成10～12年度文部省科学研

　　究費助成金（特別研究員奨励費）および平成13～14年度文部科学省科学研究費助成金（特別研

　　究員奨励費）の助成を受けた。

（2）　本文中に登場する地名・人物など全ての固有名詞は全て架空のものである。

（3）　外国籍児童生徒の教育実践においては，しばしば，日本語学級（あるいは日本語教室，国際

　　教室など学校によって呼称は異なる）は「『非日本的要素』に満ちた空間であり，子どもたち

　　遠慮なく，『自分自身』をさらけ出すことのできる場所」〔太田2000：205〕であるとされてお

　　り，しばしば「日本語の不自由な子どもたちにとっての一種のオアシスである」と表象される。

　　しかし，日本語学級は一般の児童生徒にとって目に付きにくい隔離された場所にあり（B小学

　　校の場合は，一般の教室棟ではなく，特別教室の棟の最上階に位置していた），指導にあたる

　　教師は，日本語指導のほか，理科や音楽，書道といった専科の授業も担当させられる，いわば

　　「なんでも屋」であった。つまり日本語学級は，その役割においても，また空間的にも二重の

　　意味で周縁的であるといえる。同様の指摘は太田〔太田2000：203－204〕によってもなされ

　　ている。

（4）　アパートで同居生活を送る彼らは，隣の市で若者相手のカジュアルなバーを経営しており，

　　マルシアの両親とも家族ぐるみで付き合っていた。マルシアがきっかけとなって，彼らの経営

　　するバーにはしばしばブラジル人が訪れるようになった。また，マルシアの両親が深夜の外出

　　を認めるようになった理由の一つとして，両親が彼らを信頼しており，彼らの店だったら娘を

　　安心して預けられると考えたからである。彼らはマルシアをまるで妹のようにかわいがってい

　　た。

（5）　B中学校の日本語学級教師に対して行ったインタビューや，B中に在籍するブラジル人生徒

　　の話を総合すると，B中の教師たちは，生徒たちが多少校則違反を犯していても，学校にきち

　　んと来るのならば，不登校より「まし」であると考えているように見受けられた。B中学校で

　　は入れ替わりは激しいが，常時10人程度ブラジル人生徒が在籍していた。同校区には中学相当

　　の学齢期にありながら中学校へ行かない子どもたちが多いが，日本の学校は，外国籍の子ども

　　たちに対しては就学義務がないため，教師たちも学年途中で中退した子ども以外は，その数を

　　把握できていないとのことである。

（6）　日系二世の母と非日系の父を持つブラジル籍の女子生徒。卒業後，B地区で初めて全日制公

　　立普通高校に進学したが，現在は高校を中退し，東和工業で働いている。以前，彼女の父にイ

　　ンタビューしたところ，「エレーナは『高校を出たらアメリカの大学に留学して，将来は英語

　　と日本語とポルトガル語の通訳になりたい』って言っているから，私たちは彼女の夢がかなう

　　よう，一生懸命働かないといけない。」と語っていた。なお，マルシアの両親は，母が中学校

　　中退で父が中学校卒業の学歴であり，来日前は，父は家電販売店の店員として，そして母は姉

　　夫妻が経営する美容院で働いていた。一方エレーナの両親は母が薬学部卒で来日前は公立病院

　　の薬剤師として働いており，同じく父は工学部を出て，鉄鋼労働組合で専従として働きながら，
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